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主な記事

え
さ
き
た
か
し

私
た
ち
の
代
表

国
会
へ
送
ろ
う

を

第２２回参議院選挙公示

●自治労組織内候補「えさきたかし」さんは６月２４日、東京・自治労会館で第１声をあげた

プロフィール
１９５６年福岡県生まれ。法政大学（社会学部）
を卒業後、７９年に福岡県旧三橋町（現柳川市）
に入職。広報・社会体育・同和教育・企画など
を歴任。自治労福岡県本部書記長、自治労中
央執行委員（労働局長）を経て、現在は自
治労特別執行委員（公務員制度改革担当）。

６
月
２４
日
、第
２２
回
参
議
院
選
挙
が
公
示
さ
れ
、選
挙
戦
は
い
よ
い
よ
本

番
に
入
っ
た
。
昨
年
８
月
の
総
選
挙
で
、
私
た
ち
が
念
願
し
て
き
た「
政

権
交
代
」が
実
現
し
た
。連
立
政
権
は
、不
要
不
急
の
公
共
事
業
の
大
幅

見
直
し
を
行
っ
た
ほ
か
、
自
公
政
権
の
も
と
で
削
減
さ
れ
続
け
た
地
方

交
付
税
・
診
療
報
酬
を
増
額
す
る
な
ど
、
市
町
村
重
視
の
政
策
に
舵
を

切
っ
た
。
今
後
と
も
厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
で
景
気
回
復
・
雇
用
問
題

等
々
の
課
題
を
解
決
し
着
実
に
政
策
実
現
す
る
た
め
に
は
、
安
定
し
た

政
権
が
不
可
欠
で
あ
る
。
自
治
労
は
今
参
院
選
を「
政
権
交
代
」で
切
り

開
か
れ
た「
国
民
生
活
優
先
」「
地
域
主
権
」へ
の
新
し
い
歩
み
を
確
実
な

も
の
に
す
る
極
め
て
重
要
な
選
挙
と
位
置
づ
け
、全
力
で
取
り
組
む
。

参議院比例代表
自治労組織内候補

自
治
労
組
織
内
協
力
候
補
の

「
え
さ
き
た
か
し
」
で
す
。

こ
の
間
全
国
約
１
０
０
０
単
組

を
訪
問
し
、
ま
た
約
４
万
通
の
政

策
提
言
カ
ー
ド
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

で
頑
張
っ
て
い
る
熱
い
思
い
に
直

に
接
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
が
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
国
会

に
ぶ
つ
け
て
い
く
ん
だ
と
い
う
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
中
心
の
政
権
に
よ
っ
て

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
ズ
タ
ズ
タ
に
切

り
捨
て
ら
れ
、
地
域
は
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

再
生
な
く
し
て
は
こ
の
国
の
再
生

は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
権
交
代
が
実

現
し
た
今
こ
そ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
再
生
さ
せ
る
時
で
す
。
今
私
た

ち
が
ど
う
い
う
行
動
を
と
る
か
が

今
後
の
日
本
の
あ
り
方
を
決
め
ま

す
。
現
場
の
仲
間
が
働
い
て
い
る

場
所
、
そ
れ
が
、
こ
の
国
の
最
前

線
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
場
の

声
を
届
け
、
政
治
の
力
で
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
再
生
を
は
か
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
と
も
に
声
を
あ
げ
れ

ば
、
不
安
は
勇
気
に
変
わ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆

さ
ん
、
手
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

現
場
の
仲
間
の
思
い
・
声
を
国

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
奮
闘

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
こ
の
夏
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

選
挙
区
候
補
に
も
支
援
を
！

５６
年
苫
小
牧
市
生
ま
れ
。
札
幌
市

職
員
を
経
て
、
札
幌
市
議
会
議
員

（
２
期
目
）。札
幌
市
職
青
年
部

長
、
副
委
員
長
、
書
記
長
、
札
幌

市
労
連
書
記
長
、
民
主
党
北
海
道

副
代
表
を
歴
任
。
現
在
は
民
主
党

北
海
道
地
域
主
権
推
進
委
員
長
。

「
誰
も
が
ふ
る
さ
と
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
国
づ
く
り
、
人
を
大
切

に
す
る
政
治
」の
実
現
を
め
ざ
す
。

５２
年
う
る
ま
市
生
ま
れ
。
法
政
大

学
卒
、
県
庁
職
員
を
経
て
、
０４
年

か
ら
県
本
部
副
執
行
委
員
長
、
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
に
就

任
。
今
選
挙
で
は
、
辺
野
古
移
設

の
日
米
合
意
の
撤
回
を
求
め
る
と

共
に
、
日
米
地
位
協
定
改
定
、
労

働
者
派
遣
法
改
正
、
最
低
保
障
年

金
制
度
導
入
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
廃
止
の
実
現
を
め
ざ
す
。

北海道選挙区
藤川まさし

沖縄選挙区
山城 博治

参議院議員
選挙特集号

●http://www.jichiro.gr.jp/

●自治労ホームページは視覚障害のある方にもご覧になれます。職場の視覚障害のある組合員にお知らせ下さい。アドレスはhttp : //www.jichiro.gr.jp/attention.htm
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手をつなごう。元
気
な
日
本
を

復
活
さ
せ
る
。

さ

き

さ

き

とと
もも
にに
先先
へへ
、、先先
へへ
。。

ともに声をあげれば、
不安は勇気に変わる。

えさきたかし
5つの基本政策

公共サービスの再生を、先へ、先へ。

ええ
ささ
きき
たた
かか
しし

市民ニーズに応え対話するのは自治
体やその関連職場で働く職員です。
医療や介護現場が、職員のがんばり
だけで成り立っている現状を見過ご
せません。現場を知る私たちが、危
機を訴えていかなければならないの
です。

内閣総理大臣・民主党代表 菅 直人

旧民主党を結党して１４年。現在の民主党になってから１２年をか

けて、政権交代を実現できました。今、民主党は、国民の負託を

受けて政権の座に就いています。しかし、私一人でこの重責を担

うことはできません。民主党の多彩な人材が、政府や党のなかで、

日々皆様のために懸命に働き、日本を支えているのです。どうぞ、

彼ら彼女らの奮闘する姿をご覧ください。民主党は一つのチーム

です。そのチームに「えさきたかし」さんを加えて下さい。私の

仕事は、彼ら彼女らの力を結集し、皆様の負託に応えること。改

革を必ず実現し、元気な日本を復活させます。

地方分権を、先へ、先へ。

国策に振り回されるのは、もうたく
さん！国の税財源配分の見直しは緊
急を要します。財源、権限、人間の
「三ゲン」が地方にしっかり委譲さ
れた、真の『地域主権』を実現させ
ましょう。

��嶋嶋ささんんかからら
「「ええささきき」」ににババトトンンタタッッチチ
相相原原ささんんととととももにに現現場場のの声声をを
国国政政にに反反映映ささせせまますす！！

差別のない平和な社会を、先へ、先へ。

人権が守られ誰もが大切にされる社
会、あらゆる差別のない社会を、わ
たしたちの職場から作っていきまし
ょう。安心して明日を迎えられる社
会は、誰にとってもかけがえのない
財産です。

公務員制度改革と、
労働基本権を、先へ、先へ。

２０１２年の公務員制度改革まで、待っ
たなし。自治体やその関連職場で働
く私たちの声を政府・与党に届け、
本当の公務員制度改革を実現しまし
ょう。

雇用の安定を、先へ、先へ。
格差社会の象徴ともいわれる「官製
ワーキングプア」。６０万人を超える自
治体の臨時・非常勤等職員や、行政
サービスを担う多くの公共民間職員
は、欠かせない存在となっていま
す。今こそ、流した汗が報われる社
会が求められているのです。

相相原原久久美美子子
参議院議員

高高嶋嶋良良充充
参議院議員

１９８６年札幌市非常勤職員。
現在、環境委員会（理事）

１９５９年大阪府枚方市職員。
現在、民主党参議院幹事長

自治労の底力を
しめそう！

「希望と安心の社会」
を実現しよう！

自治労委員長
徳永秀昭

連合会長
古賀伸明

念
願
の
政
権
交
代
以
降
、
民
主

党
政
権
は
、
公
務
員
制
度
改
革
や

労
働
基
本
権
問
題
、
消
防
職
員
の

団
結
権
問
題
、「
地
域
主
権
」
の
推

進
な
ど
、
自
治
労
が
求
め
て
き
た

政
策
を
推
し
進
め
て
い
る
。
こ
の

流
れ
を
逆
戻
り
さ
せ
ず
、
さ
ら
に

「
先
へ
先
へ
」
と
推
し
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。

自
治
労
が
、
社
会
的
に
も
政
治

的
に
も
影
響
力
を
維
持
し
、
自
治

労
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、「
え
さ
き
た
か
し
」
を
勝
利
さ

せ
、
底
力
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
い
よ
い
よ
、
出
発
の
時
が
き

た
。
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
。

自
治
労
組
合
員
一
丸
と
な
っ

て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
友
人
・

知
人
に
「
え
さ
き
た
か
し
」
の
名

前
を
覚
え
て
も
ら
う
よ
う
、
徹
底

的
に
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し

い
。
そ
の
取
り
組
み
の
結
果
に
よ

っ
て
、
連
合
内
は
も
ち
ろ
ん
、
社

会
的
な
立
場
に
お
い
て
、
自
治
労

の
組
織
そ
の
も
の
の
真
価
が
問
わ

れ
る
の
だ
。
最
後
ま
で
気
を
引
き

し
め
て
が
ん
ば
ろ
う
。

自
治
労
を
代
表
す
る
唯
一
の
候

補
「
え
さ
き
た
か
し
」。勝
利
め
ざ

し
て
、
最
後
の
最
後
ま
で
、
粘
り

強
く
頑
張
り
ぬ
こ
う
！

歴
史
的
な
政
権
交
代
か
ら
９
カ

月
。
新
政
権
は
発
足
以
来
、
官
僚

主
導
・
利
益
誘
導
型
政
治
か
ら
の

変
革
に
果
敢
に
挑
ん
で
き
た
。
し

か
し
、
新
政
権
へ
の
期
待
が
高
か

っ
た
だ
け
に
、
そ
の
後
の
政
権
運

営
に
失
望
さ
れ
た
方
も
少
な
く
な

か
っ
た
と
思
う
。

連
合
は
一
貫
し
て
政
権
交
代
の

あ
る
政
治
体
制
の
確
立
を
訴
え
て

き
た
。
そ
し
て
昨
年
夏
、
よ
う
や

く
そ
の
入
り
口
に
立
っ
た
。
日
本

は
今
、
ま
さ
に
政
治
改
革
の
途
上

に
あ
る
。
こ
こ
で
歴
史
の
針
を
逆

戻
り
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

政
府
・
与
党
に
は
志
の
高
い
「
理

念
」
と
「
政
策
」
が
、
私
た
ち
に

は
「
希
望
」
と
「
忍
耐
」
が
必
要

だ
。
そ
の
先
に
こ
そ
、
私
た
ち
の

め
ざ
す
『
希
望
と
安
心
の
社
会
』

が
開
け
る
は
ず
だ
。

皆
さ
ん
。
昨
年
夏
、
一
人
ひ
と

り
の
投
票
に
よ
っ
て
政
権
選
択
を

行
っ
た
意
義
を
改
め
て
思
い
起
こ

し
、
こ
の
夏
、
さ
ら
に
そ
の
歩
み

を
進
め
よ
う
で
は
な
い
か
。

職
場
・
地
域
で
全
て
の
力
を
結

集
し
、「
え
さ
き
た
か
し
」
の
当
選

を
何
と
し
て
も
勝
ち
取
ろ
う
。
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